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ごあいさつ

獨協医科大学病院長

麻生　好正

　令和4年（2022年）4月1日より病院長に就任いたしました麻生好正です。
　平素より獨協医科大学病院に格別なご高配を賜り誠にありがとうございます。
　獨協医科大学の母体である獨協学園は、1881（明治14）年に創立された獨逸学協会をルーツとする
140年余の歴史ある学園です。1973（昭和48）年4月に獨協医科大学が開学となり、翌年4月に獨協
医科大学病院が開院しました。当院の理念として「医療倫理の徹底」「高度で良質な医療の提供」「医療
進歩への貢献」「地域医療との連携」「良質な医療人の育成」の5つを掲げ、臨床・研究・教育の全ての
面で発展してまいりました。2023年（令和5年）4月に獨協医科大学は、創立50周年を迎え、記念事
業としてキャンパス再整備の一環である総合教育研究棟（仮称）の新築を計画しております。

　当院は特定機能病院として高度先端医療の提供を維持し、高度急性期病院の役割を果たしております。
特に移植医療に重点を置き生体肝移植・膵腎同時移植・肺移植・骨髄移植・角膜移植など数多く実施し
ています。1,195床を有する北関東最大のメディカルセンターとして、三次救急医療・高度救急医療の
提供に努めており、今後もドクターヘリ稼働数や救急車受け入れ台数を増加させ地域医療を支えていき
ます。また、新型コロナウイルス感染症の対応（特に重症患者の治療）でも地域医療に貢献しておりま
す。災害拠点病院としても災害派遣医療チームや災害派遣精神医療チームが、大地震、新型コロナ感染
症対応などの災害時に出動して重要な役割を果たしています。
　さらに病床管理センターを開設して、「急患をことわらない病院」の実践や、総合周産期母子医療セ
ンターでは、重症の妊婦や新生児に高度医療を提供しています。がんゲノム医療についても「がんゲノ
ム医療連携病院」の指定を受け積極的に取り組んでいます。

　現在33の診療科、24のセンターでの診療体制にありますが2023（令和5）年4月からは、リプロ
ダクションセンター（不妊治療）が新たに加わり更に診療体制は充実します。今年4月から第一・第二
外科の臓器別による再編により、上部消化管外科、肝胆膵外科、下部消化管治療センター（大腸・肛門
外科）の3つ診療科に分けての新体制になりました。ハイブリッド手術室およびロボット支援手術室を
増設し、手術数の増加により近隣の医療機関の負託に応えていきます。その他に、HCU(高度治療室)8
床の開設も計画しており、高度急性期・急性期医療提供体制を充実させます。また、Dokkyo Medical 
Scopeと題して、当院のスーパードクター達の紹介を動画配信しておりますので、ご視聴いただけま
すと幸いです。

　当院は北関東自動車道壬生インター出口からほぼ直結した好立地にあり、栃木県のみならず、北関東
にお住いの患者さんにとって自動車で大変アクセスしやすい病院です。
　職員一丸となり、患者さんを中心とした、患者さんに寄り添う良質な医療を提供してまいります。す
べての患者さん・ご家族に「獨協医科大学病院を選んでよかった」と思われる病院を目指して、日々全
力を尽くしていく所存です。皆様の温かいご支援、ご協力をお願い申し上げます。
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理　念　�

1．医療倫理の徹底
　生命の尊厳と権利を尊重し、高い倫理観を持って病める人々の為に全力を尽くす。
2．高度で良質な医療の提供

　最高の可能性を求める医療を提供するため、患者視点に立ち、弛まぬ自己研鑽に努め、高水
準の知識や技術を全ての人々のために提供する。
3．医療の進歩への貢献

　社会へ貢献するため病の撲滅、人々の平和と幸せの為の真理の探究をめざし、先端医療への
道を研究機関としても鋭意努力する。
4．連携医療の構築

　特定機能病院として高度先端医療の提供と、地域社会の中核となる医療センターであるとの自
負を持ち、地域の他医療機関との良好な関係を築き地域医療包括ケアを実践する。
5．良質な医療人の育成

　大学病院は、教育機関として学生及び教職員を世界に貢献する人材としての良質な医療人に
育成する。共通の認識を持って病と対峙するチーム医療が遂行でき、良質で安全な医療遂行の
一員として成長させる。

基本方針　�

1．生命の尊厳と権利の尊重
　生命の尊厳と権利を尊重し、医療従事者として常に高い倫理観を持って自己の確立と医療倫
理を徹底する。
2．高度で先進的な医療の追求

　弛まぬ自己研鑽のもと、最先端の医療を取り入れ、高度で良質な医療を提供する。
3．先端医療の開拓と真理の探究

　大学病院は、研究機関として人材、施設、設備を有効に活用した真理の探究から、先端医療
への道を開拓し、人道に基づいて人と病との関係を真摯に探求し、蓄積し、医学、医療の進歩
に貢献する。
4．チーム医療の推進

　良質で安全な医療を遂行するために多職種がそれぞれの能力を発揮し協働することによる
チーム医療を推進し、全職員が誇りを持って働ける職場づくりを実践する。
5．地域医療の確立

　特定機能病院であるとともに、地域社会の医療センターであるとの自負を持って、地域の他
医療機関との良好な関係を築き地域医療包括ケアを実践する。
6．学生の教育

　教育機関である大学病院として、医の倫理に基づき、良質な医療人を育成すべく医学生、看
護学生等への教育を推進する。
7．地域住民の健康と予防医学の達成

　地域の人々との交流を通し、持ちうる知識や技術を地域住民の健康や予防医学のために提供
する。
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概　要　�
■名　　　称 学校法人 獨協学園 獨協医科大学病院
■住　　　所 〒321-0293
       栃木県下都賀郡壬生町大字北小林880番地
■電　　　話 0282-86-1111(代表）

■病　院　長 麻生　好正

■開院年月日 昭和49年7月17日

■許可病床数 病床数：1,195床（一般1,153床・精神42床）

■職　員　数 2,753名（2022年4月1日現在）

■外来患者数（1日平均）：2,181名（2021年度実績）

■入院患者数（1日平均）：926名（2021年度実績）

■標 榜 科 目： 心臓・血管内科　　　　消化器内科　　血液・腫瘍内科　　循環器内科
       腎臓内科　　　　　　　脳神経内科　　内分泌代謝内科　　呼吸器・アレルギー科
       リウマチ科　　　　　　精神科　　　　皮膚科　　　　　　放射線科
       小児科　　　　　　　　麻酔科　　　　病理診断科　　　　内科
       外科　　　　　　　　　小児外科　　　心臓・血管外科　　呼吸器外科
       脳神経外科　　　　　　整形外科　　　泌尿器科　　　　　眼科
       頭頸部・耳鼻咽喉科　　産婦人科　　　歯科口腔外科　　　歯科
       小児歯科　　　　　　　矯正歯科　　　リハビリテーション科
       形成外科・美容外科　　乳腺外科　　　救急科

■外来休診日： 日曜日・祝日・第3土曜日、
       年末年始（12月29日～ 1月3日）
       開学記念日（4月23日）

■救 急 体 制： 3次救急

■拠点病院・その他： 特定機能病院           栃木県肝疾患診療連携拠点病院
       とちぎ子ども医療センター     総合周産期母子医療センター
       認知症疾患医療センター      地域がん診療連携拠点病院
       栃木県ドクターヘリ基地病院    PETセンター
       救命救急センター（3次救急医療）  エイズ中核拠点病院
       病院群輸番制病院（2次救急医療）  地域災害拠点病院
       DMAT指定医療機関        臓器移植登録施設（肺・腎臓）
       がんゲノム医療連携病院      栃木県アレルギー疾患医療拠点病院


